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三 田社 会 学 第10号(2005)

「語 り 」 か ら み る 明 治 期 の 女 子 教 育

『名 媛 の 學 生 時 代 』 読 売 新 聞 社 刊 行 を 手 が か り に

  Women's Education at Modern Meiji

  Analysis of "Meien no Gakuseijidai"

小山 彰子

1.は じめ に

 女子の教育は、近世まで、その身分階層 によって異な りはあるものの、庶民で は家庭内にお

いて、また、寺子屋 な どでの読み書きそろばんや、母親 による婦女のた しなみ教育(道 徳 ・立

ち居振 る舞 いな ど)、 裁縫 な どの技術 習得 が主であった。 しか しなが ら、こ うした個別 の教 育

は明治新政府 の施策 によ り大 きく前進す ることにな り、明治2 (1869)年 、政府 による諸府 県

施政順序の制 定を皮切 りに、翌、明治3(1870)年 東京 に小学校6校 が設置 され、漸次集 団教

育の中に、言 いかえれば、家庭外 の組織 におけ る教 育に中心 を移動 させ てい った。 そ して、明

治5(1872)年 の近代的教育立法 としての学制が公布 され、 ここに初 めて女子の教育は国家施

策の対象 に組み入れ られたのである。

 学制 は、

「自今以後一般の人民華 士族卒農工商及婦女子必す 邑に不学の戸な く、家 に不学の人なか ら

しめん事を、期す」(文 部省1991:16)

 とし、初期の成果はともかく、こうして女子の、学校を基盤 とした普通教育が開始された。

学制はやがて明治12(1879)年 教育令 として改正されるが、それまでの7年 間をみても、我

が国の新 しい教育施策は目まぐるしく展開される1)。特に明治5(1872)年 官立初の東京女学

校(竹 橋女学校)、 明治7(1874)年 の東京女子師範学校の設立をもって本格的な国家政策と

しての女子教育が着手された。これ以降、我が国においては、官立系、 ミッション系、技芸系

など設立母体の性格に関わらず、全国規模で女子の中等教育機関が設置された。国家施策の方

向が変更するたびに各教育機関は浮沈し、当の女学生達の受ける教育もその都度様変わ りした。

時代の変遷の中で女学生自身もその姿を変容 させながら時代を生きたことだろう。

 本稿は、明治期の女子教育を史的に概観 し、次いで制度 としての枠組みの外で女子教育に多

大な影響を与えたマス ・メディアの意義を考察 し、最後に明治40年 読売新聞社発行の 『名媛

の學生時代』(記 者による 「聞き書き」の記録)を 手がか りに、明治初年頃萌芽 した女子教育
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が、35年 の ときを経て、結果 として どの よ うに捉 え られていたかを逆照射す る試みであ る。

2.先 行研究について

 これまでの女子教育に関する知見の蓄積は膨大な量に及ぶ。特に、女子教育に如何なる領域

があ り、それぞれにどのような知見の蓄積があるかを体系的に整理 した文献 目録の貢献は貴重

である。 日本女子大学女子教育研究所(1964年4月 設立一1995年3月 閉所)刊 行の 『女子教

育双書 ・全10巻 』をはじめとして、女性史総合研究会による 『日本女性史研究文献目録1一

皿』、また、近年の研究動向を整理 したもの として、真橋美智子による 『現代 日本における女

子教育研究の動向一1990年 代前半を中心に一』など、それぞれ分類領域、体裁などに多少の

違いがあるものの、これらの業績に負 うところは極めて大きい。上記の整理や最新の研究動向

に基づき、明治期を対象とした女子教育研究を概観 してみても、インタビュー資料 「語 り」に

基づいた、分析はまだ見当たらない。

 本稿では、明治40年 読売新聞社刊行の 『名媛の學生時代』を基礎資料 とし、この本が刊行

されるに至った歴史的背景や、当時女子教育の思想的潮流の中心であった 「良妻賢母主義」と

の関連に視点を置き、考察を進めていくことにする。

3.「 女子」 を取 り巻 く教育環境 の変化

 既 に言及 した とお り、女子を取 り巻 く環境 は、近代明治にな り大 き く変化 した。

 もちろん、長 らく続いた封建社会か ら、近代 民主国家創 設を 目指 して新たな国づ く りが始 ま

ったわけであるか ら、その変革 は女子のみに留ま らず、社会全体 を大 き く変動 させた。 と りわ

け、国家整備 を考 えた政治の流れ において、国民 に対す る教育の普及 は何 よ りも優先 され る一

大事業 であ った。 さて、女子 を取 り巻 く教 育に視点 を据 える と、明治初 期 にお いて は、 「女

子」 に限定 された教育環境 の整備に乏 しく、近世の寺子屋 の延長上 にあるよ うな共学 の ものが

主 であったが、明治4年(1871)、 北海道 開拓使 に よる5名 の女子留学 生の米国派遣、明治5

年(1872)年 の開拓使女学校、東京女学校、京都女学校お よび女紅場の設 立は、女子教育への

政府 の注 目の一端 として評価 して よい。そ して、同年8月 の学制発布 を迎 えるが、政府 の女子

教育に期待す る根本 には、女子そのもの を焦点化 した教育 とい うよ り、む しろ国家発展に不可

欠の、時代 を担 う人材 を育成 する 「母親づ く り」のための教育であった と言わねばな るまい。

すなわち、男女 において教育期待が異な り、女子 に対 しては、その後 の 「良妻賢母思想 」 とし

て顕在化 して くる考 え方が既 に根底にあ ったのである。拙著 「明治 ・近代女子教育覚え書き一

さま ざまな女子教育機 関の誕生 一」(小 山2004:136)で も述べた とお り、明治10年 頃までは、

主 にプロテ スタン ト系キ リス ト教伝 道会社 が設 立母体 となった外国人経営 による ミッシ ョン ・

スクールが女子教育を牽引 した。 しか し、明治12年(1879)学 制が廃止 され、あ らたに教育

令 と して公布 された内容 は、主 と して国家主導の教育体制を 目指すべ く示 され た ものであった。

官 立系 の女子教育機 関は、東京高等女子師範学校(明 治7年1874設 立)を 頂点 に、漸次開設
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され る初等 ・中等教育機 関に配属すべ く女教師養成 を主たる 目的 と し、教養教 育主体 の女子教

育は、私立の女子教育機 関に委ね られ ることが明確になった。

 明治20年 代は、一般 の非宗教系女子教育機 関 として東京府高等女学校(後 の府立第一高等

女学校)、 翠松 学舎(後 の三輪 田女学校 の前身)、 東京 女学館 などの創設 が相次 ぎ、宗教系では

プ ロテスタン ト系の女子教育機 関が全国規模で開校 した時期で ある。 このよ うな教育機 関 ごと

の役割 は少 しずつ異 なるものの、女子教育全体を覆 う思想 は、全体 として良妻賢母主義であっ

た。 小山静子 が指摘す るよ うに、明治以降の良妻 賢母思想 は、女性 が子育てや子の教育を担 う

役割 を期待 され、 「近代的な性別役割分業 を想 定」(小 山2002:105)し ての思想 とい う意味で、

近世 のそれ とは区別 された ものである。 しか しなが ら、現実の女子教育の場で、近代 の思想的

根拠 に基づいた教育の実践 が受 け手であ る女学生達 に身体化 され てい くためには、暫 くの時 を

要す事で あった。それを裏付 けるよ うに、明治32年(1899)高 等女学校 令の公布以前 の女子

教育の現実は全国的規模 では さほど順調 な伸び は見せていない。鹿 鳴館時代 の欧化主義 は、一

部の上中層 を除けば、庶民 には無縁の ものであった し、儒教的女訓の復権 も、女子 の教育 目的

を 「未 来の母親 」教 育 とい う視座 に特化 したもの と して方 向付 けられていった。

 明治30年 代は、 「高等女学校令」及び明治34年(1902)の 「高等女学校令施行細 目」に よ

り、全 国の府県 に最低一校の女学校 の設置義務がな され た。 また、公認学校 にお ける宗教的儀

式及び教育 の禁止 を定めた訓令12号 の発令は、プ ロテ スタン ト系教育機 関の運営に打撃を与

え、いよいよ国家主導の女子教育 の方向が確 立 され るに至 った。 高等女学校令の指針 を選択 し

たカ トリック系女子教育機 関は時代の要請に伴 い、 この時か ら暫 くは順調 に発展 の道 筋を開い

た2)。 こ うした変化 を伴 いなが ら、高等女学校令公布 以後 女学生の数 も漸次増加 した。深谷 昌

志の整理に よると、志願者数の増加 のみ な らず、東京の場合 、 自宅通学者 と地方 出身者の割合

も、地方 出身者 が大幅に上回 り、生徒の志願殺 到 によ り、競争率 も上昇 し3)、 「全 国的な高女

ブームが生 まれ た」(深 谷1981:185)。 しか し、女学生 の増加 は、全国規模 での伸 びはあ るも

のの、出身階層 では偏 りがあ り、女学校進学 は 「士族 と士族 の行動様式 を模倣す るエ リー ト」

(深谷1981:187)富 裕層 のものであった。

 では、 当の女学生達は社会か らどの よ うな眼差 しを受けなが ら存在 していたのだろ うか。一

般 か ら差異化 された女学生達 は、 当然順風 に社会か ら受け入れ られたわ けではない。 明治初期

の一握 りの学生達は 「学 問好 きの変わ り者 」 として容認 され もしたが、女学生のマ ス化 は人 々

の脅威 の的 ともな り、必ず しも真実ばか りではなかろ うが、女学生に対する様 々な批判 ・中傷

が、社会問題 、社 会現象 として社 会を賑 わす ことになった。その背景には、女学校の教育カ リ

キュラム と女子に期待 され る現実生活 との乖離が一つの原因であった と思われ る。高等女学校

令 に基づ く時間配 当は、一般教育科 目と、家事技芸に分 かれ、科 目上は修身、国語、外国語 、

社会、理科 、家 事、図画、音楽、体育、その他 となっているが、外 国語や理科、数学はかな り

高度な ものであった。そのため、「生意気」 「ハイカラ(批 判的に使用)」 「海老茶 式部 」な どの

言葉が女学生達 に烙印 された。
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 明治40年 代 は、明治41(1908)年 高等女学校令 の改正で 「実科女学校」の設置がな され た。

カ リキュラム上は従来の一般教育科 目はそのまま残 し、技芸 ・家政教科の時間数 を増や した も

のだが、先 の高等女学校令の時間配 当と比べ ると、外国語、社会 、唱歌な どの時間数が消え、

裁縫 の時 間が4.5倍 に増加 してい る。 実科 女学校の存在 は、高等女学校の下位組織 としての格

付 けであった。

 以上、明治期の女子を取 り巻 く環境 を、制度上の変遷 を中心に、女子 中等教育 に照準化 して

概観 して きたが、 この時期 の女子教育は変遷 につ ぐ変遷 を極 め、単に制度 面の整備だ けでは親

世代 を含む一般国民の女子教育に対す る意識の向上を期待す ることは困難 であった。次章では、

女子教育 に側面か ら影響 を及ぼ したマ ス ・メデ ィアの役割 について論を進 める。

4.良 妻賢母思想普及のための補助装置 と してのマス ・メデ ィア

 近代の教 育普及 の最大の貢献は、(現 実的には国民皆學は明治末年頃の達成であったが、)普

通教育の徹底 を 目指 した ことであった と考 えて良いだろ う。 もちろん、近世か ら、町人では寺

子屋通学は普及 してお り(深 谷1981:33-37)、 それ は女子 において も珍 しくなか った。

 学制 「小学」 には、修学す る学科を句読、習字、算術 、語学、地理学、五科大意 とし、使用

教科 書は、往来物 も残 るが、『学問のすすめ』『西洋事情』(福 沢諭吉)、 『健全学』(杉 田玄瑞)、

『万国史略』(大 槻文彦)な ど(東 京都1992:7)、 お よそ6歳 か ら12歳 の児童が学習す る教

材 として水準は低 くない。 もっとも、明治8年 初の入学試験 を行った東京女子師範学校 の年 史

によれ ば、予定の募集 人員 に26名 も達せず、合格 した者 も、

「十中八九は辛 うじて小學読本或は物理階梯の様な近易の書の素読を為 し得る程度であった。

殊に数学 に至 っては、単に亜刺 比亜数字 を知 ってい るだ けの者 が大多数を 占めてい

て、・…  殆 ど一人 も入学 を許可 し難い程 ・

師範学校1981:32)

・ ・。 此 が 第 一 期 生 で あ る 。」(東 京 女 子 高 等

であったか ら、理想 と現実には随分隔た りがあった ことは否 めない。 しか し、この時期か ら文

字情報が大衆に普及 しは じめ、雑誌 の急激 な普及が起 きてい る。 これ は、一般大衆の理解水 準

の上昇、文字情報獲得欲求が高ま らなければ成 り立ちえない現象である。

 出版マス ・メデ ィアはまず、国民の意識向上のための啓蒙書 を世 に送 り出 した。 この種の啓

蒙書 として、明治6年(1873)森 有礼、福沢諭 吉、西周 らを中心 とした 『民六雑誌』や、明治

9年(1976)慶 応義塾 出身者が中心 とな って発行 した 『家庭叢談』 な どがあ る。 こうした雑誌

は同人 を中心に、時 の識者が名 を連ね、政治 ・経済 ・教育 ・国際事情な どを誌 上で論 じた。 し

か しなが ら、上記 のよ うな高踏派 の啓蒙書 よ り、よ り平易で庶民の 中に普及 し、且っ、影響を

及 ぼ していったのは 「女性誌」 の存在であった。

 浜崎廣 の整理 を数 えてみる と、明治17年(1884)か ら明治45年(1912)に 至 るまでの女性
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誌の創刊 は、実 に180冊 を超 えてい る。(浜 崎2004:II-DO雑 誌購読者の多 くは、女学生層 と

婦人団体会員層で、いずれ も女性達であった。紙幅の関係 で、それぞれに言及す るこ とはでき

ないが、発 行部数の多かったもの数冊を挙 げたい。

 まず、明治10年 代 を代表す る雑誌 は、岩本善治の 『女学雑誌』 で、明治18年 一37年 まで

実 に548冊 刊行 し、当初か ら婦人の改 良を 目指 し、全国に増 え続け る女学生 を講i読層 に啓 蒙書

と して多大な影響 を及 ぼ した。続 いて明治24年 一42年 まで356冊 の刊行 をみた 『女鑑』 は、

中罵邦 らの分類 では、婦人総合雑誌 になるが、 「復 古的 、儒教的思潮」(中 島1994:50)を 持 ち、

発刊の趣 旨に 「…  良妻賢母 たるものの養成す るを主 旨とす。・・」(中 島1994:50)と し、

良妻賢母養成 を明言 している。 また、婦人団体機関誌 と しては、明治21年 一大正5年 まで27

年 間続いた 『大 日本婦人教 育會雑誌』、明治26年 一大正15年 まで33年 間続 いた 『婦人衛生雑

誌』 な ど(浜 崎2004:H-lx>が あ るが、機 関誌 は、団体会員 に配付す る性質 上、一般 講i読誌

に比べ購 読者 の数 はお よそ会員数に匹敵す る。 このため無駄 の少ない発行部数 を計画 しやす く、

団体の存在す る間は、継続 した刊行 を可能 にす る強みを持 ってい る。 このよ うな膨 大な数 の女

性誌は短命の うちに廃刊 した もの も多いが 、『婦人 の友』、『婦人画報』 のよ うに、現在 まで発

行所 の変遷 を伴 いなが ら出版 され続 けてい る雑 誌 もある。 また、啓 蒙色 よ り娯楽色の強い雑誌

ももちろん存在 したが、総 じて、女性達の意識 向上 、生活改善を 目的 としてお り、発行者側の

意識 の高揚 を、 「出版」 とい うメデ ィア を媒介 と して発信 した。 一方 「受け手」側 も、従来 ま

での 「イエ」や共同体に見出 してきた 「ロール ・モデル」の喪失 を経験 し、近代的女性の生 き

方 を模索す る上で、女性誌 の存在は甚だ大きか った と考え られ る。マス ・メデ ィアの普及は、

新 しい時代 の、新 しい女性 達の情 報源 と して、 「モデルのない時代 」を模 索す るフ ロンテ ィア

達 に深 く浸透 していった。

 さて、明治期 に出版 された女性誌の発行所を注意深 く見てい くと、出版母体の多 くは一般 出

版社 であ り、機 関誌 は設立団体である。 その中で、新聞社が発行者 となってい るものが僅 かな

が ら3誌 存在す る。 まず、前述 の明治24-42年 まで発行 した 『女鑑』で、國光社 か ら女子新

聞社(明 治41年 か ら)へ 廃刊 までの一年引き継がれ、次いで明治38-44年 まで発行 した 『女

子雑誌 ・ム ラサ キ』は、讃 責新聞 日就社 が6年 間発行 し、廃刊 まで一年残 しムラサ キ社へ委譲

してい る。最 後は明治42年 一大正3年 までの 『新家庭』 で東京毎 日新聞社刊行 であった。新

聞社が発行 に関与 している雑誌はいずれ も明治終盤期 に集 中 してい るが、特 に 『ム ラサキ』 は

発刊 当時部数 一万部 を記録 し、『新家庭』 は毎 日新 聞月極読者への付録 として配付 され た月刊

誌であった。 こうした動 きは新聞の、特 に一般紙 が女性 を講読の対象 として視野に入れ は じめ

た こと、一方 で購読者 も雑誌 より更 に簡易に女性 向けの情報を入手す る手段 と して、新聞 を生

活に浸透 させ始 める時期 と重なった事な どが挙げ られ る。

  大正3年4月3日 か ら、讃責新聞は我 が国 で初 めての一頁全面の 「よみ うり婦人附録 」を

設 け、 翌5月2日 か ら現 在 まで 続 く 「身 の 上 相 談 」 の掲 載 を 開 始 した 。(読 売新 聞社

1987:259-260)次 章で扱 う讃 費新聞社発行 の 『名媛の學生時代』は、明治40年(1907)発 行
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であ る。新 聞社 が着手 した女性 向け出版物 と しては讃費新聞社が一番 古 く、 日清 ・日露 とい う

二つの戦争 を経 て購読者数を伸 ば し、女性 を視 野に入れ、啓蒙的役割 を戦略化 した一つの現れ

と見る こともできる。

5.『 名媛の學生時代』

(1)は しがきが示す時代性

 本章で は、 この 『名媛 の學生時代』 をテキス トに、近代化 の波 に乗 って推進 され た女子教育

は明治の終盤期、結局 どのよ うに捉 えられ ていたのか を考察す るが、その手は じめ として多少

長 くなるが、 当該書発行 の動機部分が示 され た 「は しがき」を全文掲載す る。

「◎凡そ教訓は、耳から入るものよりは、眼から入るものの方が、感化を及ぼすことは遙か

は大きい、それであるから、先輩の言語を聞くよりは、先輩の行動を視る方が、余程後進の

為には利益が多いのである。◎左れば立派な師友に接 して、朝夕その床 しき挙動を視て居れ

ば、自ずからそれに感化され易い、之に越 した良いことはない◎併 し良き師友と云 うものは、

至って少なくて、之を接せんとする後進は、非常に多いのであるから、天下の人々が悉 く其

師友を自分のものにすることは、望むべくしてもとても叶はない、東京に在つてすら、既に

其通 りであるから、地方では尚更ら之に接するの機會はない、僅かに其名を聞く位なことで

ある◎今や我邦の女子教育は、頗る長足の進歩をした、左れ ど試みに其個人に就いて如何な

る人となるべきや と問はば鳥渡返答に困る人が多か らう、畢尭は手本 とすべき人を能 く知 ら

ないからである、人は何でも一個の模範人物を定めて、彼の人のや うにならうと云ふ ことが

無くてはならぬ、◎編者は此事に思い附いたから、此渡現在の名媛中で、特に良師 となすに

足るべきもの三十名を各方面から選択 して、其學生時代の有様を記録 した、然も其記録は、

書物などに依 らないで、直接に其人から聞いたものを、婦人記者に筆記さしたのである◎加

ふるに其學生時代と現今 と二様の写真を得て、之を傳中に掲げることにしたのであるから、

其話を口つから聞きながら、其容貌を眼のあた り見るの心地がする、即ち前に所謂耳からと

眼からと、両方から入るの工夫を取つたものである、写真に偽 りなきは固より、其話も成る

べく其人の口吻を写したものであるゆえ、反復これを味ふ時は、自から其人に接するの感が

あるであらう◎幸ひにこれに依つて諸君が良師を得 らるることとならば、編者の喜びはこれ

に過ぎないので、編者は又此事あるを期待 して居るのである

                                      編者

                明治四十年六月」

 この文 章は、多 くの点で当時 をよく表 しているので、順を追って考察 を進め る。

まず 、 「耳か ら入 るもの よ りは、眼か ら入 るものの方が感 化 を及ぼす ・・」 とい う下 りであ

るが、以前か ら 「百聞 は一見に如かず」 とい う諺 もあるとお り、こ うした考え方 が無か ったわ
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けではないが 、近代の特徴の一つ は、耳 く眼 とい う情報収集手段の優位で あ り、また、一般大

衆 に も広 く 「見 る」機 会が拡大 されつつあったこ とを示 している。 この動 きは、近世 の近代科

学 の領域では既に拡がっていた し、近世末か ら明治期 に多数の留学生 を出 したの も、見 ること、

体験す るこ とを思考 よ り重点化 した ことの現れ ではないか と考え る。 であ るか ら、 「學生時代

と現今の二様 の写真」 を掲載 して、文字 で書かれた情報を更に強化 している と思 われ る。

 次に 「併 し、良 き師友 と云 うもの は、至 って少 な くて、…  後進 は非常 に多 い」 であるが 、

これ は文字通 り、 「良き師友 は少 ない」 の検討 は必要 であるが、教 育の普及 によ り 「後進」 は

量的拡大が進んだ とい うことを認 め、更 に 「女子教 育は ・・長足の進歩」 とした上で、その結

果 、「如何 なる人 とな るべき」か 「返答に困 る」 とい う状態であるのは、「手本 とす べき人」の

不在であ ることに原 因を求めている。 すなわち、明治の女子教 育は量的拡大は進 んだ ものの、

教育の究極 の 目標 を 「人間形成」 と捉 えた上で、それは達成 され ていない こと、そ の原因のひ

とつ と して 「ロール ・モデルの不在 」につ いて言及 している。

 この ことは、 「東京 にあってす ら …  地方 では尚更」 として、中央 と地方 の格差 を公 に認

め、 この ことは、中罵の指摘に もある とお り、明治20年 代半ばには都市 一地方間の生活 上の

格差は一層明 らかになってい るが(中 罵1967:174)、 それ を架橋す るもの としてのマス ・メデ

ィアの存在 を連想 させ るものである。つま り、 この情報 は 「書物 な どに依 らないで、直接 に其

人か ら聞いた もの を婦人記者 に筆記 さ した」 とある とお り、編者 の修正 ・加 筆を加 えず 、生の

声 を婦人記者 が筆記 したのである。 読者 一記事間の距離 を埋 める手法 と して 「語 り」 を採用 し

たこと、女性 の職 業領域 に 「記者」 とい う仕事 を示 した ことも大 きい。

 以上のよ うな背景 を持つ 『名媛 の學生時代』であるが、讃費新聞発展 史によると、 この新 聞

自体が 「女性 問題 に寄せ る伝統的な強い関心」(読 売新聞社1987:260)を 持 ってお り、 この本

は、や がて大正年間 に、 「婦人欄」へ と発展 してい く盤石 でもあった と推測 され る。で は、実

際 どのよ うな女性達が30名 に選 ばれたのであろ うか、次節 では登場 した女性 達を具体的 に分

類 し、分析 してい く。

(2)選 ばれ た名媛 たち

 当該書に掲載 され た女性は30名 で 、その 目次には、記事本文中のキー ワー ド(例:ズ ーズ
ー言葉

、歌へ弾 け等)、 氏名(例:井 口あぐ り女史等)、 職業(例=閨 秀小説家、家庭 之友 主筆

等)が 記載 され てい る。職業 を持たない女性は配偶者の名前 ・肩書 きに 「夫人」(鍋 島侯爵夫

人、海老名(弾 正)夫 人な ど)と 示 され てお り、個人の名 前の記載 はない。

 す なわ ち、

「ズーズー言葉 …  井口あぐり女史 …  女子体育家高等師範学校教授」

とい う形で掲載 されている。当該本文中に記された内容では、半構造 化面接を試みたことは伺
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える ものの、分析に登場 した女性達の基本デー タ(本 稿末尾添付 を参照の こと)が 必要 なこと

か ら、筆者は、氏名 、職業、生没年 、調査時年齢、出身 、現住所、結婚、夫 の職業 ・身分、教

育歴 、備考 のカテ ゴ リーで整理 した。 この整理 には、「語 り」以外 の他 の歴史 資料 、人名辞 典

などか ら情報を収集 した。

(3)基 本 デー タの分析

 氏名 の記載 は、職業 を持つ女性 に関 しては既婚 ・未婚に関わ らず棚橋絢子女史のよ うに 「女

史」が敬称 とし付記 されてお り、職業を持 たない女性については、鍋島侯爵夫人、海老名(弾

正)夫 人 な ど、夫の名 前、身分の下に 「夫人」 と敬称が付 け られ、本人の名 前は書 かれ てい な

い。 この ことは、敬称 の付け方で女性 を有職 ・無職(た だ し社会的名 声 ・地位 を表象) 、配偶

者 の有無 を表 し、更に、既婚の無職者 には、個人 を表す名前 を掲載 しない ことで、既婚女性は

夫 に帰属す るとい う考え方 を自明視 していた と考え られ る。選ばれ た有職者 の職業 は、教育者 、

小説家、画家、雑誌 主筆、皇族御用掛 な ど、知識 階級 の女性達であ り、無職者 の夫の職業は、

華族(身 分)、 軍人 、政治家 、教育者、 医師 、宗教家、大商店経営者 であ り、いずれ も当時の

エ リー トであった。

 女性達の 出身地は全国に広 が り、必ず しも都市部出身者 ではないが、現住所 は全員東京 であ

る。 このこ とは、一見、地方 出身者の中央へ の進 出可能性 を暗示 してい るよ うだが、地方 出身

者 で学力や 自 らの能力で台頭 してい るのは、上記の うちの有職者に限 られ 、上流夫人達は、婚

姻 を契機 と した東京住 まいになった者 たちが殆 どである。更 に、女性 達の教 育歴 をみてみ ると、

明治40年 当時の 「ロール ・モデル 」の役割 を果た した女性達 と しては、必ず しも学校 教育歴

がない人々 も多い。 しか しなが ら、学校教育歴 のある女性達の出身校 を見 てみ ると、東京 女子

高等師範系が圧倒的 に多い。 この学校は創 立 当初 か ら高等女学校令 の発布 まで、東京高等師範

との合併や名 称変更、付属高等女学校の創設 など幾多の変更 を経てい るが,女 子教育の最高学

府 として女子エ リー トの象徴 であった。 東京 高等女子師範に入学 して くる地方出身者 たちは、

その後教育界 を中心にキャ リア女性の草分 け として社会の多方面 に亘 って活躍す る ことになる

が、後述す る 「語 り」を読ん でい くと立身 を当初か ら志 した人 もい るが、教師養成 の学校 とい

う意識 よ りもむ しろ、教育水準の高 さに期待 をかけて進学 した女性 た ちも多かったこ とが推察

され る。 一方、学校教育歴のない女性が 『名媛の學生 時代』に掲載 され ているこ と自体不思議

な気がす るが、背景 には、学校歴 がなくて も 「ロール ・モデル」の役割 、す なわ ち、は しがき

に もあ るとお り、 「如何 なるひ ととな るべ きや」の 「手本」 と しての役割 を充分果 た している

と判 断 したか らであろ う。 それ では、掲載 され た女性た ちは どのよ うな 「語 り」を しているの

だろ う。 次節 では、具体的に 「語 り」 を見なが ら、女性 たちが何 を期待 され、それ を どのよ う

に 「語」 ったのか を見ていきたい。

(4)「 語 り」が語 るもの
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 まず、各 「語 り」 は、大半が 当人の 「語 り」のみ で構成 されている。文頭に、記者 の文章 と

して、訪問 した ときの様子、調査 協力者の略歴 、住居 の様子な どが書かれてい るもの もある、

例 えば、

「水車の響 き、鶏の声、相合て 田園の平和 を表は して る千駄 ヶ谷隠 田に、藁葺 きの幾棟 かは

陸軍経理局長外松少将の住居で ある、夫人 はまさ子、嘉永二年の生まれ である、」

のよ うな記述 である。 また、は しがきに述べ られ た とお り、「聞 き書 き」 に終始 したこ とを示

す よ うな、あ らか じめ調査協力者 に与え られた質問項 目を確認す るよ うな表現があった、例 え

ば、

「今 日の女學生に就 きま しての意見で ございますか、子女の教育 に付 きま してでござい ます

か、寡婦 としての生涯 でございますか」

な どで あ る。

  「語 り」 の 中 に 記 者 との や り と りの 記 載 は 出 て こ な か っ た 。

 で は 、 具 体 的 な 各 「語 り」 に お い て 、 「個 人 の 受 け た 教 育 」 に つ い て は 、 以 下 の よ う に 分 類

し、 ケ ー スNo,を 付 記 し た 。

 a)学 校 進 学 年 次 に 沿 っ て 語 ら れ て い る も の …1・2・10・11・14・15・20・26・27・29・

  30

 b)特 定 の 教 育 に 関 す る エ ピ ソ ー ドに 集 中 して 語 られ て い る も の …4・22

 c)子 育 て に 関 す る 言 及 の み あ る も の …3・7・12・25・28

 d)生 活 史 に お け る エ ピ ソー ドを 語 っ て い る も の …5・6・8・9・13・16・17・18・19・

  21 .23.24

 上記の分類 を基礎デー タ と照合す ると、a)学 校進学年次に沿 って語 られた もの は、学校教

育歴 を持 ってい る者で あるが、b)に 分類 された4、22は 、学校教育歴 はあ るものの共 に芸

術家 である。d)に 分類 され た8、17は 、 ライフ ・ヒス トリー 自体が30ケ ー スの うちの特殊

ケー ス4)で あ り、24は 外国で教育 を受 けた 日英の混血 とい う事情 によるもの と思われ る。 掲

載 された中で、学校教 育歴 を有す る者 と、そ うでない者 のケースはほぼ同数で あ り、有 しない

者 は華族な ど配偶者 が高位高官か、本人が画業や書道 な どで卓越 した才を発揮 し、女塾を開い

た り、宮 中 とのっ なが りを有 した人々であった。a)学 校年次 に沿 って語 られた もの は、概ね

教育史を裏付 ける内容 であるが、

「何ぼ官費 生で も相磨 に金 のい る事 も分か ってます し ・・其 当時 の家政 の困難 と申す もの

は ・・旅費 に さえ差 し支え ・」
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と、進 学に際 しての経済の苦労を訴 えた ものや 、

  「一番困 ツたのは ご承知のズーズー言葉 で …  他の生徒 か ら、殆 ど物の数に も入れ られ な

 かつ た …  」

が、試験結果の席順 が示 され て、 自分 が上位 にいた ことか ら、

  「始めて人 らしいものに見 られ るよ うに な り」

と地方出身者 の文化格差の苦労を語 った もの もある(ケ ース1)。

 また、正規 の学校教育以外に、また技芸 とは別 に、私塾で和歌や漢籍 を学んでいた ことも語

られてい る、

  「未 だ學校 に通つて居 りま した頃、佐 々木広綱先生に入門いた しま した、今は信綱先生 にっ

 いて折 々歌や文 を見て頂いて居 ります 」(ケ ー ス2)

 「學校の他に、女の方 で、私塾のや うなものを して居 つた方が あ りま して、其処 に参 りま し

 て、歌だ とか、漢籍 も習字 もいた しま した、」(ケ ース10)

な ど、 当代一流の師について学校外教育機会 を持っているケース もあった。

 そ して、学業を修 める支 えとなったのは、家族 であ り、教育方針 の主たる決定者が、祖 父ま

たは父であった と語 ったケースは、ケース1、10、11、14、15、26、29、30で 、

 「実 に祖父は私共の兄弟 の教育 には余程 の力 を持つて居 りま した、」(ケ ース1)

 「祖父が教育 といふ ことに就 きま しては非常 に注意 して くれ」(ケ ース14)

 「始終学問々々 と申 され、殊 に父は早 くか ら英語を學べ と ・・」(ケ ース29)

学校 教育経験者 の半数が言及 している。 当時は既 に近代 の良妻賢母主義 思想 が教育 の根底にあ

り、母親 を子 育ての主た る担い手に移行すべ く女子教育が推進 され た筈 だが、本資料か らは、

女子 エ リー トを輩 出 した家庭 の主たる教育の決定者 はまだ祖父お よび父親 であった。

 それ では、学校歴のなかったケー スで、子育てに言及 しているケー スを見 てみ よ う。
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「學校は華族女學校、即ち學習院女子部を卒業致させ … 相当な所に嫁がせねば …  學

校は高等女學校程度でおきます、大學校に入れる必要はみ とめません、…  主婦 となって

の用意を致 させます(ケ ース3)」

「一体 もう華族だ とか何 とか申ます と、独 立 といふ精神に乏 しうございま して …  何 もか

も自分 の事 は自分で果たす といふ習慣をつけ させ て」(ケ ース7)

と述べ、その あと、具体的な一 日の生活時間配分 な どを細か く語 ってい る。 また、

「一昨年お茶の水 の高等女学校 を卒業いた しま した後 は、私が女中代 りに何で もいた させ 、」

(ケース12)

と家政の修行 を させ ていることを語 るな ど、学校教 育は時代の趨勢で進学 させてい るものの、

主婦 としての教 育の重要度 を暗示 した 「語 り」を している。進学先 は、 自身に学校 教育歴 がな

いケー ス12、25、28も 華族 女学校、お茶の水 の女学校、すなわち、東京女子高等師範付属 の

女学校 を選択 してい る。 このこ とは、上記のケー スが全て華族 であった とい う特殊 事情 はある

ものの、実質的 な生活上の教 育は母親が主たる担 い手であったこ とを示 してい る。一 方で、明

治以前の貴族階級では、女性 の役割に家政は存在 していなかったで あろ うことを考える と、 自

立や、家事修行 を重点化 した教育は近代 の価値 に他な らない。

 それでは、華族 以外 のケースは家庭運営 ・教育に関 し、 どの よ うに言及 してい るのであろ う

か。

「人の妻 とな り、母 となって居 る身では、如何 に書か うと思ふ小説の為であつて も、不道徳

な想像 を逞 しうす る事は、気 も答 め ・・」(ケ ース2・ 小説家)

「母がお稽古に就 きま しては、 まことにや かま しうございま して學校 の 日課 と同 じや うに、

家 に帰 ります と、必ず 一度復 習を しなけれ ば、一 日の用 は足 りた もの としない ・・」(ケ ー

ス4・ 音楽家)

「冬な どで も朝は五時頃か ら起 きて …  味噌汁 の用意 を ・・」(ケ ー ス6・ 教師)

「当家へ参 りま してか ら、私が一度 として、机 に向ひ筆を持つ た りした事は、人の眼 にはふ

れた事は ございません …  宅では決 して放任 は致 さない …  學校 も ・・よく世話 をやい

て下 さる所 を選ん で、附属 に ・・小供の事 と申 します ると何 んな所へ で も出向きます 」(ケ

ース10・ 小説家)
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 「第二の国民 を作 る人の母 が、無教育で何 しませ う」(ケ ー ス29・ 宗教家)

な ど、職 業を持つ女性であっても、家事 ・育児 をお ろそかに しないで生活 してきた ことを語 っ

ている。

 この他 、商売 を してい く上で、使 用人は 「恩人」 と子供 たちに教 えてきた(ケ ー ス16)、 姑

との関係 に言及 して、 「おだや か」であったこ と(ケ ース28)を 述べてお り、概 して良妻賢母

主義 を踏襲 した 「語 り」である。

 最後 に、イ ンタビュー当時の女学生につ いて言及 している内容は、 どの 「語 り」 も 自分た ち

がその年齢だ った頃に比べ て、

 「実に勉強が贅沢す ぎる …  今少 し真面 目にや つて欲 しい」(ケ ース1)

 「此節折 々噂 を耳に致 します學生 の風紀問題 な ど、多 くは家庭 の不注意 か ら ・・」(ケ ース

 3)

 「女 子 の方 は何 ち らか と申せ ば 、 昔の 面影 は な い程 の進 歩 で ・・女尊 男 卑 と変 わ るか

 も ・・」(ケ ース5)

 「今 日の學 生は如何 で しや う、教室の ノー トは、何 うして しまふ ので しょ う、録 に見 もせ

 ず ・・」(ケ ー ス21)

 「學 生は熱心 でないや うです」(ケ ース30・ 元教師)

な ど、概 して評価は厳 しいが、こ うした背景を、ケース21は 、

 「却つて今 日の學問の普及 されて何屋 の倖 も娘 も一所 に一つ程度の教 育を受 くるので、一体

 に平凡 な人物が出来 る ・・J

と普通教育が普及 した弊害 に言及 している。

6.お わ りに

 以上、明治40年 刊行の 『名媛 の學生時代』 を資料 に、明治期 の女子教育がマス ・メデ ィア

にどの よ うに捉 え られ 、ロール ・モデル としての女性 たちが、学校教育 と家庭教育を どの よう

に実生活の中で位 置づ け、実践 してきたのか分析 してきたが、根底 には、近世までの良妻賢母
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思想 とは異 なる新 しい形 の良妻賢母像 であった として も、女性の中心的位座 は家 にあ り、例 え

有職 であって も、家事は女性の仕事 であるとい う思想 に女性 自身貫かれ てお り、近代の新 しい

役割 、すなわ ち 「子供の教育」 も情熱 を持 って引き受 けてい る姿を見出す こ とが 出来 る。

 大正期は女r教 育の開花期にあた り、明治期 よ り一・層女性 の姿が多様 に変化 してい くが、明

治末年頃の姿は以 上のよ うにま とめることができる。

「調査協力者基本データ」

So 氏名 職柴
'【没彗 1凋査時{1令 出身 Fkf1-.if 結婚 夫・の職 瑛身 分 教1'}歴 備考

【 JI「トあぐり 嶋 しll..1等目巾範教暑受 1873一 イ朔 34歳 秋Ill 東 」,L 下明 イ・明 外u武lll澗洗・}師範'1L ホストン体 育師範・スウ、一 デン体操

2 人塚楠緒デ 小説家 1875-1910 32歳 鳴rし 東 ∫1し 既婚 一rra尺教 授 東京女rF冒,rl>師範うL千妾明治 女学校

3 鍋島'栄r 無 し 旧55-IY41 SGaf 泉都 東,武 既婚 4:<f11 1・明

1 ・ン川延(r 嶋 譜 楽'Y校教授 187{レ ー 【946 87GY 東泉 東泉 イ・明 イ・叫1 文部省 跨楽取調所 ノ1」

5 野口小� lil嫁 1847-,y 7 60歳 尺阪 東京 既婚 イく明 学佼歴無し

b 棚橋絢r 東 泉1111、1汝'ノ 校 長 ix:≫‐isas 68歳 尺阪 劇斌 既婚 r.,r
If(15:

i 加納錐f 無L 186{}-4・ 明 47歳 東凧 鉢〔京 既婚 r爵 学校歴無し

H 迎照r /{y',, 【876』-ii91 :)lid 金訳 痕京 既婚 幽巨少尉 東 川1,ミ1}師 範 ノ1し 翻 ・ll御用掛

9 外松 芸さr 無L 且849一 雪・明 fiHGk 紀州 1↓{凪 1;'[9ftiYi"p,yy} r習 いUI

io 小金月きみr 小説家 IR7U-1956 :37qﾟ d5#1! 東京 {・明 イ・明 裏凧1冒1ミ1}師範付ル疏1冒r娼L 森鴎外妹

U 海彦名みや 1ntし IMh?-IJSG ISﾜ4 熊イ・ ;.. 1:'141}牧師 同志ll女"1佼 横川小楠娘

【2 児i、 玄 つ ∫ 無し IH56‐IYa6 51歳 大阪 曝〔景 既婚 睦軍大将 '1#XI#*9qﾟ

1:4跡見花渓 ;t<創 設者 【840--ig26 67歳 大阪 曲rL A、婚 無し 向塾など

11 羽fも とf 婦人之友1筆 IM73-14Ci7 」4歳 肖『森 縣1し 既婚 婦人之友輸集占 肘 ・1ノ第 「し'1娼L俵1り1汁 〒女'1'佼

且5 iltllU,b;f '了校看II設者 IH67-lyJi allpti 松ti 痕京 夙婚 行政哉仰胤 松IC/<fhh範 ノ1≒

ie 腺栂r 無し 1849--1iVl 58歳 瓦濃 東鼠 既婚 金r担1」,1卜1、}1経塾1,
■1校歴無し

n 侶伯寿為r 無し イ・明 てこ1り」 広島 喫斌 既婚 海 ㌔ll'ぺ尉 私 ・'ム女学校 卒

ix '川睦さきr 無L 【877 {朔 3(職 遼Ll・II
1↓{5」し 既婚 1'tif'+h

'��
,"k!ｬし

IJ 谷玖満r 無L [84:3-i・ 明 64歳 1ト1】知 1粕iし 既婚 陸w中 尉 学佼歴無し

so 阿iS-rマ ヲr 無L iae7-{朔 4〔,歳 fir,lrcl 東 夏1匙 既婚 ぺ1教 授 梅化女学校^;曳

」【 輪川亙脚d4 r
'ノ校 創

11」rr IH1:4 19?7 t、昌歳 .d`c 卿武 既婚 イ朔
'1校歴無し
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22 杉nlit,か ゴ 4こ川 丁楽「～校教授 4・明 イ・1列 1・明 東状 既婚 1;{・・II'ぺ〆校 教 授 東眉 曽 こ～投竿
'n期 ・い 射 ・ll御川 損

ss 卜川歌r
'r解院 な字綿k

ia.u-ia:3b 54歳 ん濃 束凧 既婚 1…i91

21 尾崎 ヌこf i11[し If37(1-Iy:iG :77iﾟ ロ/「 ソ 畔ul㌧ h'L4f4 畔ulし巾 ま団 英い1の師範',L 1りは英10人

'S 東郷 一>r 無し イ・明 一 且y:7」 イ・明 鹿 り巴ム1', 東」武 既婚 几帥

26 鳩山春r
'ア校創

、、窒者 且861-1936 16x{ 松本 東;八 既婚 衆識院1義∫吏 裏,}L蘭等女r帥 範 ノ1し

27
"[:ﾆ61d

小説家 IN68…1943 、39歳 恥 武 東鼠 既婚 又1博 卜 竹家 東,,監尚 女 ノトL

28 7161馭l r 無し 1�y一 且944 38載 イ朔 東鼠 既婚 教1'南 政 寡 1校歴無し

29 小松臼u 小教 家 ises-iy:iy 44歳 蝶〔,rL 蝿之斌 馴.姫 牧f+b 海岸女!佼

30 ,1'常r Nrtし 4・明 イ・明 耐1知 東 」」し 肌婚 衆議院1義k 卿 武1冒,、1>帥範4L

【註 】

1)明 治5年 から12年までの教育制度上の動きを見ると、明治5年 東京に師範学校設立、明治6年 米国よ

 りモル レーを文部省最高顧問として招聰、明治7年 東京女子師範学校設立、明治8年 学齢を満6-14歳

 までと定める、明治9年 医術開業試験法制定、明治10年 東京大学成立、明治11年 陸軍士官学校開校、

 明治12年教育令制定など主だったものだけでも、学校の設立や試験制度の確立が進んだ。

2)讐 葉学園、白百合学園などカ トリック系女子教育機関は高等女学校令に従い、宗教教育より我が国の

 教育行政の動きに準じた経営を選択 したが、女子学院など主要なプロテスタン ト女子教育機関は、高

 等女学校令制定当初、キ リス ト教主義の教育を選択 したため、専門学校の枠組みで学校経営 しなけれ

 ばならなかった。そのため、当時の女学校進学が過熱化 した社会状況の中、生徒が激減 し、経営困難

 に陥る学校も少なくなかった。

3)深 谷の整理によると、明治35年 頃から女学校の進学競争率が上昇し、4倍 に達する学校も出てきた。

  (深谷1981:184-185)

4)ケ ース8は 、自身の実母との別離、継母 との葛藤など心理問題を根底に 「語 り」が構成されてお り、

 全ケースの中では、文体なども異色の感がある。また、ケース17は 、配偶者が日露戦争中、味方の艦

 船と衝突して沈没 したという(吉 野艦)悲 劇の未亡人である。
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